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   Abstract   We develop a method to analyze the changes of communication structures in the local SNSs. As 

part of the steady growth of new network communication tools, the expansion of social network services 

(SNSs) such as Facebook and orcut is greatly affecting societies worldwide. On the other hand, the local SNS 

supports not only activities of the local society but is expected as a network infrastructure to support activities 

responding to disasters. We use time series analysis to visualize the communication networks among SNS 

users. 
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１．はじめに 

Facebook，mixi をはじめとする SNS の利用が一般的

になって久しい。また，SNS は人間関係のネットワー

ク構造が明示的に把握できるので，ネットワーク構造

の分析などの研究が様々に行われている（内田ら

（2006），松尾ら（2007））。大規模な SNS の利用が

世界的に広まる一方で，特定の集団や地域で独自に運

営する小規模な SNS の利用も盛んに行われている（鳥

海ら（2010））。 

このような SNS を有効に活用し、地域の活性化に結

びつけるためには、実際に SNS 上でどのようなコミュ

ニケーションがおこなわれているのかを理解し、適切

な運営者の働きかけや活性化の施策を考案することが

必要であろう。また、それぞれの SNS には地域の特性

や参加者の特性などによって多様な個性があると考え

られる。他の SNS で行われた施策を無闇に援用するこ

とが必ずしも効果的でないことも容易に推測できる。

そのため、それぞれの SNS のコミュニケーションのあ

りようがどのような特徴を持つのかを理解し、類似し

た特徴を持つ SNS の運営を相互に参照するといったこ

とが有用となると考えられる。 

そこで我々は、SNS におけるコミュニケーションダ

イナミクスを時系列的に理解し視覚的にとらえるため

に、橋本(2008)の提案したコミュニティ連続体の視覚

化手法を援用し、SNS のコミュニケーション構造の推

移を分析した。 

事例として、災害支援時に SNS が活用された事例と

して知られる兵庫県佐用町の地域 SNS「さよっち」を

対象に分析をおこなった。 

更に、SNS のコミュニケーションの推移パターンを

把握することでその SNS の特徴や他の SNS との違い

を俯瞰的にとらえるための SNS の歴史視覚化手法を提

案する。 

 

２．コミュニケーションダイナミクスの抽出 

本研究では，日記投稿ユーザとコメントユーザの関

係を表現したネットワーク（以降，コメントネットワ

ーク）から，コミュニティの抽出を行う。 

SNS からのコミュニティ抽出に関しては，ユーザ間

のフレンド関係からコミュニティを抽出する方法が一

般的な方法である（松尾ら（2007））。しかし，地域

SNS などの小規模な SNS の多くは，SNS 登録時に管

理者とフレンドとしてつながる場合が多く，コミュニ

ティが密になり易い反面，関係の動的な変化は起こり

づらく，日々変化するユーザ間の関係を把握するため

には適切でない。近年の研究においては，ある時間間

隔における日記投稿ユーザと，その日記に対するコメ

ントを寄せるユーザとの関係をコメントネットワーク

として表現し，この関係性をもとにして，中心ユーザ

の推定やコミュニティ分析を行う研究もなされている

（鳥海ら（2010））。 

本研究では，このようなコメントネットワークから

のコミュニティ抽出により，日々変化する SNS ユーザ

の行動に基づいたコミュニティの抽出・分析を行う。

また，コミュニティの抽出方法に関しては，ネットワ

ークからのコミュニティ構造の抽出として現在広く用

いられているモジュラリティ Q に基づくネットワーク

クラスタリング（Newman, M.E.J. （2004））を用いる。

図 1 に，コメントネットワークからのコミュニティ抽

出の例を示す。 

また，本研究ではコミュニティの時系列変化を扱う

ため，図 1 に示したコミュニティ抽出を，ある一定期

間ごとに生成されるコメントネットワークに対して行

う。コミュニケーション構造は時間の経過とともに変

化するため，すべての期間のデータを用いてコミュニ

テイを抽出することは不適切である。そのため，コミ

ュニティの時系列変化を分析するためには，ある一定

期間ごとにコメントネットワークを求め，各時刻ごと



 

 

に対してコミュニティを抽出する必要がある。本研究

では，ネットワークの時系列分析を扱うコメントネッ

トワークを求める期間 P の開始時期を一定期間ずつス

ライドさせる方法によって期間 t におけるコメントネ

ットワークを作成する。具体的に，本稿では，このよ

うな方法を用いてネットワークの時系列分析を行った

研究（Howison, J. ら（2006），大平ら（2007），鳥海

ら（2010））と同様に，ネットワークを求める期間 P

を 3 ヶ月（90 日），スライドさせる期間を 1 ヶ月（30

日）として分析する。 

 

 
図 1：日記コメント関係からコミュニティを抽出する

概念図 

 

ここまでに示した方法により，t 期ごとのコメントネ

ットワークとコミュニティが抽出されるが，時系列分

析を行うためには，t 期のコミュニティと t+1 期のコミ

ュニティを関連を推定する必要がある。 

本研究では，コミュニティの時系列分析を行ってい

る橋本ら（2008）の研究の方法により，コミュニティ

の時系列推移を分析する。橋本ら（2008）は，t 期の

コミュニティと t+1 期のコミュニティの類似度を計算

し，ある閾値θを超えたものを同じコミュニティとす

ることで時系列でのコミュニティの同定を行なってい

る。この方法では，まず各時刻におけるコミュニティ

の集合 C(t) = {c1(t), c2(t), ... , c|C(t)|(t)}を求めることと

なる。ci(t)は時刻 t における i 番コミュニティのノード

集合，|C(t)|はコミュニティ数である。ここでは，ci(t)

が時刻 t+1 のどのコミュニティに対応するのかを判定

する必要がある。この判定は，コミュニティ内のユー

ザ集合の類似性を表す以下の式(1)によって求められる。 

 

                  
               

               
     (1) 

 

上記の式(1)によって，C(t)と C(t+1)のすべての組み

合わせに対して類似度σを計算し，類似度の最も大き

いコミュニティのペアから順に決定する。なお，一方

が既に決定しているペアはスキップする。この作業を

すべての連続する時刻間で行うことで，任意のコミュ

ニティの生成から消滅までを追うことができる。 

さらに，この方法は，t 期と t+1 期のコミュニティの

類似度σを 0 以上のすべてのコミュニティの組み合わ

せについて考慮することで，コミュニティの分裂や融

合も推定することができる（図 2）。 

 

 
図２：メンバーの一致率によるコミュニティの同定 

 

３．佐用町を事例としたコミュニケーションダ

イナミクスの分析 

コミュニケーションダイナミクスの推移を分析する

ことで、SNS においてどのようなコミュニケーション

実態があり、どのように推移していくのかを明らかに

することができる。本節では、コミュニケーションダ

イナミクスの分析事例として、佐用町において運用さ

れている地域 SNS「さよっち」を事例として分析をお

こなう。本節で対象とする佐用町（さようちょう）は，

兵庫県の南西部に位置し，町域内の 8 割は山林が占め

ている。また，佐用川に生息するホタルやメダカ，大

撫山からみれる霧海などの自然資源が豊富な地域であ

る。人口は 21,012 人（平成 17 年時点）と山間部の比

較的小規模な地域である。人口推移は昭和 55 年から

一貫して減少傾向にあり，65 歳以上人口割合は平成

12 年時点で 29.2%であり兵庫県全体の 16.9％を大きく

上 回 っ て い る （ 佐 用 町 公 式 ホ ー ム ペ ー ジ

(http://www.town.sayo.lg.jp/)）。佐用町の地域 SNS であ

る「さよっち」は、LASDEC 調査(財団法人地方自治

情報センター,2009)による 20 地域の SNS と比較する

と登録ユーザ数においては，LASDEC 調査の平均が

674 人であるのに対し「さよっち」は 533 人である。

アクティブユーザ数（１ヶ月以内のログインユーザ数）

でも半数程度である。開始時期や開設地域の人口規模

の影響もあるため一概に論じることはできないが，人

口の少ない山間部の自治体ということもあり比較的小

規模な SNS であるといえる。一方，日記投稿数，日記

に対するコメント数では LASDEC 調査の平均に近い

値となっている。トピックの投稿は平均の半数程度で

あり，日記とコメントを中心にコミュニケーションが

行われている SNS であるといえる。 

本研究では、佐用町を 2009 年 8 月 9 日に襲った台風

9 号による被災前後でコミュニケーションネットワー

クがどのように変化し、また地域 SNS が復興支援にど

のように用いられたのかを分析する。 

図 3 に分析全期間（3 年間）でのコミュニティの時

系列推移の結果を示す。この結果より，コミュニティ

構造に関して，ユーザのコメントの増減のあった時期

においてコミュニティ構造が変化していることが分か

る。特に，SNS 開始初期から半年後（t=5～10）と，

災害時期（t=19～23）において，コミュニティの発

生・分裂・統合がみられた。 

また各コミュニティの特徴用語の分析もおこなった。



 

 

各コミュニティ内での発言コメントの特徴として，開

始初期には写真撮影，日常会話，地域交流の話題に関

するコミュニティが存在し，災害のあった時期におい

ては，災害に関する情報の共有や支援・応援の話題に

関する新たなコミュニティの発生といった変化がある

ことが分かった。 

コミュニティの推移と発言の特徴をまとめて，「さ

よっち」のコミュニティ構造の変遷を概観したものが

図 4 である。図内の数字はコミュニティ番号を表し，

矢印はコミュニティの推移を表している。なお，推移

と特徴づけは図 3 および特徴用語をもとに主要な推移

と特徴を抽出して作成したものである。 

 

 
図３：「さよっち」におけるコミュニティ時系列推移 

 

 
図４：コミュニティの変遷に関する概略図 

 

４．コミュニケーションダイナミクスの俯瞰的

観察 

本研究で行ったコミュニティ推移の分析により SNS

でどのようなコミュニケーションがおこなわれ、推移

していったのかを明らかにすることができる。一方で

SNS によってコミュニティ推移の傾向にはそれぞれ特

徴があると考えられる。初期のコミュニティが安定的

に存続している SNS もあるであろうし、コミュニティ

の新陳代謝が激しく大きく入れ替わりながら推移して

いく SNS もあると考えられる。このようなコミュニテ

ィの推移パターンを把握することでその SNS の特徴と

更には他の SNS との違いを俯瞰的にとらえることがで

きるようになる。 

我々はコミュニティの時系列推移を分析した結果

（図 3）をもとに SNS の歴史可視化の手法を提案する。

図 5 は可視化の概念図である。図中の右側縦軸が SNS

設立時から現在までの時間経過を表しており、実践で

囲まれた部分にプロットされるコミュニティは現在も

存続しているコミュニティを表す。A1 は SNS 設立時

から現在まで存続し続けたコミュニティである。A2

は A1 から遅れて立ち上がっていることを示している。

また構成メンバの類似度が同一コミュニティの閾値よ

りは低いが全体の中では高いため同色で表示されてい

る。B1, B2 は新しいコミュニティであり Aとは異なる

メンバで構成されている。また C1,C2 はそれぞれ SNS

設立時およびその直後の古いコミュニティであるがす

でに存在していないことを示している。 

 

 
図５：SNS の歴史可視化の概念図 

 

この視覚化手法を用いて「さよっち」のコミュニテ

ィ推移を表したものが図 6 である。初期のコミュニテ

ィが中期、後期のコミュニティ群へと変遷しているこ

とがわかる。一方、図 7 は他の地域 SNS（しそう（兵

庫県宍粟市））を視覚化したものである。「しそう」

では歴史の古いコミュニティが中心となって現在も存

続していることが見て取れる。 

 

 
図６：「さよっち」のコミュニケーション俯瞰図 
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図７：「しそう」のコミュニケーション俯瞰図 

 

本研究で提案した視覚化をおこなうことで、SNS の

歴史をそれぞれあたかも国の都市の発展の歴史のよう

にとらえ SNS の特徴を俯瞰的にとらえることができる。 

 

５．SNSマイニングと知識創造 

本研究でおこなった構造分析やテキスト分析による

Web マイニングによって、コミュニケーションの実態

の時間的推移、誰が中心でどのような役割を果たした

のか、外部からの働きかけにコミュニティはどう反応

するのか、といったことが明らかになる。これらの結

果を運営者や参加者が現場の視点で読み解くことによ

って運営上の「気づき」を得ることが期待できる。ま

た、現場の視点で得られた知見はマイニング結果の意

味づけをおこない、更にマイニングターゲットのアッ

プデートや精緻化が見込まれる。こうしたフィードバ

ックループを継続的に繰り返すことで、SNS を運営し

地域のコミュニケーションを活発化するための知識を

共有し、新たな知識の創造に繋げていくことが重要で

ある。このフィードバックループは野中・竹中(1996)

の提唱する SECI モデルの概念で整理することも可能

である（図 8）。我々は今後、現場の関係者や運営者

にインタビューを実施する予定であり、地域 SNS にお

ける知識創造や知識共有の支援をおこなうことを目指

す。 

 
図８：SNS マイニングによる知識創造支援の概念図 
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4. 天気・ゴル

フ
10%

7. 宍粟SNS

10%

5. 花・春

10%

2. 雪・冬

4%

3. 豪雨・災害

1%

8. 花

0%

10. 山

0%

6. フォークソ

ング
0%

1. 写真投稿

0%

ブログの話題の内訳

•2. 雪・冬
•（7. 宍粟SNS）
•（9. 日常）

ブログ数：12,153

仕掛け
（SNSの設置）

普及
活性化

日常への
埋め込み

知見

課題の
抽出

新たな仕掛け
の発見

見える化
マイニングによる
気付きの支援


